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再
び
「
説
明
責
務
」
に
つ
い
て

閑話休題

国
の
行
政
を
納
税
者
指
向
へ
質

的
に
転
換
さ
せ
る
た
め
に
、
法
律

上
の
仕
組
み
と
し
て
、情
報
公
開
、

政
策
評
価
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
（
パ
ブ
コ
メ
）、
説
明
責
務

と
い
っ
た
新
た
な
考
え
方
が
実
施
さ
れ
始

め
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
情
報
公
開
の

よ
う
に
自
治
体
が
先
駆
け
た
も
の
も
あ
る

が
、明
治
以
来
の
官
の
シ
ス
テ
ム（
意

識
と
行
動
様
式
）
は
大
き
な
う
ね
り

の
よ
う
に
変
化
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
の
動
向
は
自
治
行
政
の
改
革
に
と

っ
て
も
重
要
な
参
考
と
な
る
。こ
の
う
ち
、

再
度
、
説
明
責
務
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き

た
い
。

こ
の
概
念
は
、
来
年
四
月
か
ら
実
施
さ

れ
る
「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公

開
に
関
す
る
法
律
」（
い
わ
ゆ
る
情
報
公

開
法
）
の
第
一
条
の
「
こ
の
法
律
は
、
国

民
主
権
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
行
政
文
書

の
開
示
を
請
求
す
る
権
利
に
つ
き
定
め
る

こ
と
等
に
よ
り
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る

情
報
の
一
層
の
公
開
を
図
り
、
も
っ
て
政

府
の
有
す
る
そ
の
諸
活
動
を
国
民
に
説
明

す
る
責
務
が
全
う
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
」

と
い
う
規
定
の
中
に
初
め
て
登
場
し
た
。

政
府
の
諸
活
動
を
国
民
に
説
明
す
る
責
務

を
こ
の
よ
う
な
形
で
正
面
か
ら
規
定
し
た

の
は
画
期
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
あ
っ

た
、「
説
明
す
る
責
務
」
が
一
躍
脚
光
を

浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

説
明
す
る
責
務
は
、
英
語
の
ａ
ｃ
ｃ
ｏ

ｕ
ｎ
ｔ
ａ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
（
ア
カ
ウ
ン
タ

ビ
リ
テ
ィ
）の
邦
訳
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
は
会
計
検
査
と
か
監
査
委
員
監

査
を
通
し
た
会
計
責
任
の
確
保
と
い
う
意

味
で
使
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
、
公
金

の
使
途
が
規
則
ど
お
り
に
行
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
主
眼

が
お
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
新
た
な「
説

明
責
務
」
は
、
あ
る
事
業
な
り
施
策
な
り

が
ど
う
し
て
と
ら
れ
た
の
か
、
そ
れ
ら
が

ど
う
し
て
あ
る
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
な

い
の
か
、
あ
る
い
は
副
作
用
を
も
た

ら
し
て
い
る
の
か
を
筋
を
立
て
て
説

明
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
地
域
に
お
け
る
行
政
を
担
当
す
る

町
村
長
に
と
っ
て
、
当
た
り
前
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は
、
よ

く
吟
味
し
実
行
す
る
と
な
る
と
な
か
な
か

厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
一
大
挑
戦
の
覚
悟

が
必
要
で
あ
る
。

（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教
授

大
森

彌
）

朝霧の中で（北海道鶴居村）

（昭和２９年１月３０日
第三種郵便物認可）
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平
成
十
二
年
度
の
地
方
財
政
計
画
が
二
月
四
日
の
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
。
前

年
度
に
引
き
続
き
大
幅
な
財
源
不
足
を
交
付
税
特
別
会
計
か
ら
の
借
金
等
で
補

て
ん
、
地
方
交
付
税
総
額
を
前
年
度
比
二
・
六
％
増
の
二
一
兆
四
、
一
○
七
億

円
確
保
し
た
結
果
、
地
方
財
政
計
画
の
規
模
は
総
額
八
八
兆
九
、
三
○
○
億
円
、

前
年
度
比
○
・
五
％
増
と
な
っ
た
。
な
お
、
地
方
単
独
事
業
（
投
資
）
は
事
業

実
績
を
勘
案
し
て
前
年
度
比
四
・
一
％
減
の
一
八
兆
五
、
○
○
○
億
円
に
規
模

是
正
し
た
ほ
か
、
地
方
債
総
額
も
一
一
兆
一
、
二
七
一
億
円
、
前
年
度
比
一
・

四
％
減
と
し
た
。
こ
の
た
め
、
一
般
財
源
比
率
は
六
五
・
二
％
と
前
年
度
よ
り

○
・
三
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、
逆
に
、
地
方
債
依
存
度
は
一
二
・
五
％
と
前
年
度
よ

り
○
・
二
ポ
イ
ン
ト
低
下
す
る
な
ど
財
政
構
造
改
革
の
�
芽
�
も
出
し
た
。
し

か
し
、
十
二
年
度
末
の
地
方
の
借
入
金
残
高
は
前
年
度
よ
り
約
八
兆
円
増
え
て

一
八
七
兆
円
に
達
す
る
見
通
し
だ
。
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巨
額
財
源
不
足
を
交
付
税
で
補
て
ん

平
成
十
二
年
度
の
地
方
財
政
計
画
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
�
歳
出
面
で
は
、
経
費
全
般
に
つ
い

て
徹
底
し
た
節
減
合
理
化
を
推
進
す
る
一

方
、
当
面
の
重
要
課
題
で
あ
る
経
済
新
生

へ
の
対
応
や
生
活
関
連
社
会
資
本
の
整

備
、
少
子
・
高
齢
社
会
に
向
け
た
地
域
福

祉
施
策
の
充
実
に
対
処
�
歳
入
面
で
は
、

地
方
交
付
税
の
所
要
額
確
保
を
基
本
に
大

幅
な
財
源
不
足
に
つ
い
て
地
方
財
政
の
運

営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
措
置
す
る



こ
と
を
基
本
に
策
定
し
た
。

引
き
続
き
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
大
幅

な
財
源
不
足
の
補
て
ん
は
、
平
成
十
年
度

に
講
じ
た
制
度
改
正
を
基
本
に
措
置
し

た
。
具
体
的
に
は
、
長
引
く
景
気
低
迷
に

伴
う
通
常
収
支
の
不
足
九
兆
八
、
六
七
三

億
円
に
つ
い
て
は
�
地
方
交
付
税
で
の
補

て
ん
七
兆
四
、
三
七
三
億
円
�
財
源
対
策

債
の
発
行
二
兆
四
、
三
○
○
億
円


で
補

て
ん
。
恒
久
的
な
減
税
実
施
に
伴
う
減
収

三
兆
五
、
○
二
六
億
円
に
つ
い
て
は
、
�

恒
久
的
減
税
に
伴
う
地
方
税
減
収
一
兆

九
、
○
三
七
億
円
は
、
国
の
タ
バ
コ
税
の

一
部
移
譲
、
法
人
税
の
交
付
税
率
ア
ッ
プ

（
三
五
・
八
％
）、
地
方
特
例
交
付
金
、
減

税
補
て
ん
債
�
国
税
の
減
税
に
伴
う
地
方

交
付
税
の
減
収
一
兆
五
、九
八
九
億
円
は
、

交
付
税
特
会
借
入
金
（
国
と
地
方
が
折
半

し
て
負
担
）

で
そ
れ
ぞ
れ
補
て
ん
し
た
。

こ
の
結
果
、
地
方
財
政
計
画
の
規
模
は

八
八
兆
九
、
三
○
○
億
円
と
な
り
、
前
年

度
比
○
・
五
％
増
を
確
保
し
た
。
一
方
、

地
方
一
般
歳
出
は
総
額
七
三
兆
九
、
八
五

四
億
円
で
、
前
年
度
比
○
・
九
％
減
と
し

た
。
十
一
年
度
は
「
地
域
か
ら
の
経
済
再

生
」
に
向
け
て
地
方
一
般
歳
出
の
伸
び
を

一
・
八
％
増
と
し
た
が
、
十
二
年
度
は
、

地
方
単
独
事
業
の
規
模
是
正
な
ど
を
反
映

し
て
抑
制
気
味
と
な
っ
た
。
な
お
、
地
方

税
が
〇
・
七
％
減
少
す
る
も
の
の
地
方
交

付
税
は
二
・
六
％
増
の
伸
び
を
確
保
し
た

た
め
、
一
般
財
源
総
額
は
五
七
兆
九
、
九

五
六
億
円
（
前
年
度
比
一
・
〇
％
増
）
と

な
り
、
一
般
財
源
比
率
は
六
五
・
二
％
と

前
年
度
よ
り
○
・
三
ポ
イ
ン
ト
上
昇
。
平

成
十
年
度
の
六
五
・
○
％
を
も
上
回
っ
た
。

交
付
税
総
額
は
二
・
六
％
増
を
確
保

歳
入
を
み
る
と
、
地
方
税
の
収
入
見
込

み
額
は
三
五
兆
五
六
八
億
円
で
、
前
年
度

比
二
、
三
八
九
億
円
減
（
○
・
七
％
減
）

と
な
っ
た
。う
ち
道
府
県
税
は
一
五
兆
二
、

三
五
五
億
円
、
市
町
村
税
は
一
九
兆
八
、

二
一
三
億
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
道
府
県

税
は
四
、
一
六
○
億
円
（
二
・
八
％
）
増

加
す
る
の
に
対
し
、
市
町
村
税
は
六
、
五

四
九
億
円
（
三
・
二
％
）
減
少
し
た
。
恒

久
的
減
税
や
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
税
負
担
調
整
措
置
が
影
響
し
た
。
具
体

的
に
は
、
市
町
村
た
ば
こ
税
が
八
、
八
三

六
億
円
（
前
年
度
比
二
四
七
億
円
、
二
・

九
％
増
）、
軽
自
動
車
税
も
一
、
二
一
一

億
円
（
同
五
八
億
円
、
五
・
〇
％
増
）
で

そ
れ
ぞ
れ
増
加
す
る
も
の
の
、
市
町
村
民

税
七
兆
九
、
二
二
二
億
円
（
同
四
、
四
三

八
億
円
、
五
・
三
％
減
）
を
は
じ
め
、
固

定
資
産
税
九
兆
一
、
七
八
九
億
円（
同
一
、

八
六
三
億
円
、
二
・
○
％
減
）
や
都
市
計

画
税
一
兆
三
、
一
七
六
億
円
（
同
四
七
○

億
円
、
三
・
四
％
減
）
で
減
少
す
る
。
な

お
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
地
方
税
総
額
の

割
合
は
三
九
・
四
％
で
前
年
度
（
三
九
・

九
％
）よ
り
○
・
五
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。

地
方
交
付
税
は
総
額
二
一
兆
四
、
一
○

七
億
円
、
前
年
度
比
五
、
四
六
五
億
円
、

二
・
六
％
増
を
確
保
し
た
。
な
お
、
十
二
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年
度
末
の
交
付
税
特
別
会
計
の
借
入
金
残

高
は
前
年
度
よ
り
八
・
一
兆
円
増
え
て
三

八
・
一
兆
円
に
の
ぼ
る
。
う
ち
地
方
負
担

分
は
二
六
・
三
兆
円
（
前
年
度
末
二
二
・

二
兆
円
）。

ま
た
、
地
方
債
は
、
地
方
財
源
の
不
足

へ
の
対
処
と
と
も
に
、
地
域
の
自
立
促
進

の
た
め
の
条
件
整
備
、
個
性
豊
か
で
魅
力

的
な
地
域
づ
く
り
、
二
一
世
紀
に
向
け
た

新
た
な
発
展
基
盤
の
整
備
、
景
気
回
復
へ

の
取
組
み
な
ど
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
総
額
（
普
通
会
計
分
）
一
一
兆
一
、

二
七
一
億
円
、
前
年
度
比
一
、
五
三
三
億

円（
一
・
四
％
）減
を
計
上
し
た
。
う
ち
、

通
常
債
は
八
兆
二
、
二
一
二
億
円
で
、
こ

の
ほ
か
財
源
対
策
債
が
二
兆
四
、
三
〇
〇

億
円
、
減
税
補
て
ん
債
が
四
、
七
五
九
億

円
と
な
っ
て
い
る
。
財
源
対
策
債
は
、
地

方
財
源
不
足
を
補
て
ん
す
る
た
め
発
行
さ

れ
る
建
設
地
方
債
で
、
そ
の
元
利
償
還
金

の
一
部
が
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
減
税
補
て
ん
債
は
、

税
制
改
正
に
伴
う
地
方
自
治
体
の
減
収
額

を
補
て
ん
す
る
た
め
に
発
行
さ
れ
る
地
方

債
で
、
税
の
振
り
替
わ
り
と
し
て
の
性
格

を
持
ち
一
般
財
源
と
同
様
に
建
設
事
業
以

外
の
経
費
に
も
充
当
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
債
計
画
で
は
、
新
た

に
発
展
基
盤
緊
急
整
備
事
業
（
ミ
レ
ニ
ア

ム
事
業
）
二
、
八
五
〇
億
円
を
創
設
す
る

と
と
も
に
、
公
債
費
負
担
対
策
と
し
て
臨

時
特
例
借
換
債
九
〇
〇
億
円
も
新
規
計
上

し
た
。
さ
ら
に
、
一
般
公
共
事
業
を
二
兆

五
、
二
七
二
億
円
と
前
年
度
比
〇
・
三
％

増
や
し
た
ほ
か
、
過
疎
対
策
債
も
三
、
七

〇
〇
億
円
、
同
一
・
〇
％
増
や
し
た
。
逆

に
、
一
般
単
独
事
業
は
五
兆
九
、
一
三
七

億
円
で
同
二
・
七
％
減
少
、
う
ち
地
域
総

合
整
備
事
業
債
の
特
別
分
も
一
兆
八
、
八

九
六
億
円
、
同
九
・
五
％
減
と
し
た
。
辺

地
対
策
事
業
も
七
九
〇
億
円
で
同
二
・
三

％
減
少
し
た
。

こ
の
結
果
、
地
方
債
依
存
度
は
一
二
・

五
％
と
前
年
度（
一
二
・
七
％
）よ
り
○
・

二
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。
そ
れ
で
も
、
平

成
十
二
年
度
末
の
地
方
債
残
高
は
前
年
度

よ
り
二
・
八
兆
円
増
え
て
総
額
一
三
二
・

四
兆
円
に
達
す
る
見
込
み
。

新
規
の
公
債
費
対
策
を
創
設

歳
出
で
は
、
地
域
経
済
の
振
興
や
雇
用

の
安
定
を
図
り
つ
つ
、
自
主
的
・
主
体
的

な
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
、
住
民
に
身
近

な
社
会
資
本
の
整
備
、
災
害
に
強
い
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
、
総
合
的
な
地
域
福
祉
施

策
の
充
実
、
農
山
漁
村
地
域
の
活
性
化
等

を
図
る
こ
と
を
重
点
に
財
源
を
配
分
し

た
。う

ち
、
地
方
単
独
事
業
（
投
資
）
は
総

額
を
前
年
度
比
八
、
○
○
○
億
円
（
四
・

一
％
）
減
の
一
八
兆
五
、
○
○
○
億
円
と

し
た
。
こ
こ
数
年
、
計
画
額
と
決
算
額
の

乖
離
が
拡
大
し
て
い
る
た
め
規
模
是
正
し

た
も
の
だ
が
、
自
治
省
は
「
実
質
的
な
事

業
費
の
減
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
し
て
、
地
方
単
独
事
業
の
積
極
的
な
推

進
を
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ミ
レ

ニ
ア
ム
事
業
・
ハ
ー
ド
分
三
、
〇
〇
〇
億

円
を
創
設
し
た
ほ
か
、
�
臨
時
経
済
対
策

事
業
八
、
〇
〇
〇
億
円
�
介
護
サ
ー
ビ
ス

関
連
施
設
緊
急
整
備
事
業
五
〇
〇
億
円
�

地
域
活
力
創
出
プ
ラ
ン
関
連
ハ
ー
ド
事
業

七
、
五
〇
〇
億
円
�
国
土
保
全
特
別
対
策

事
業
一
、
三
〇
〇
億
円
�
中
心
市
街
地
活

性
化
対
策
ハ
ー
ド
事
業
七
〇
〇
億
円
	
ふ

る
さ
と
づ
く
り
事
業
一
兆
円


な
ど
を
計

上
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
単
独
事
業
（
ソ
フ
ト

分
）
と
し
て
、
新
規
に
�
ミ
レ
ニ
ア
ム
事

業
・
ソ
フ
ト
分
三
五
一
億
円
�
介
護
保
険

制
度
支
援
対
策
五
○
○
億
円
�
地
域
材
利

用
促
進
対
策
（
融
資
枠
を
含
む
）
一
、
〇

七
〇
億
円


を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
地

域
活
力
創
出
プ
ラ
ン
関
連
事
業
二
、
五
○

○
億
円
、
中
小
企
業
金
融
対
策
（
融
資
枠

の
拡
大
）
二
、
五
○
○
億
円
、
教
育
情
報

化
対
策
一
、
八
一
四
億
円
、
農
山
漁
村
関

連
施
策
（
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
事

業
を
含
む
）
一
、
五
二
○
億
円
な
ど
を
計

上
し
て
い
る
。

一
方
、
計
画
規
模
が
減
少
す
る
中
、
公

債
費
は
一
二
兆
九
九
一
億
円
（
う
ち
、
元

金
償
還
金
八
兆
二
一
〇
億
円
、
利
払
費
四

兆
七
八
一
億
円
）
と
前
年
度
よ
り
七
、
一

○
九
億
円
（
六
・
二
％
）
増
え
た
。
増
加

率
は
前
年
度
（
八
・
六
％
増
）
よ
り
低
下

し
た
も
の
の
、
歳
出
に
占
め
る
割
合
は
一

三
・
六
％
と
前
年
度
（
一
二
・
九
％
）
よ

り
○
・
七
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

こ
の
た
め
、
十
一
年
度
に
は
既
往
の
高

金
利
政
府
資
金
の
繰
上
げ
償
還
な
ど
の
公

債
費
負
担
対
策
を
実
施
し
た
が
、
十
二
年

度
も
別
途
、
新
た
な
公
債
費
負
担
対
策
を

講
じ
る
。
財
政
の
対
応
力
が
低
下
し
て
い

る
市
町
村
の
公
債
費
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
普
通
会
計
に
か
か
る
公
営
企
業
金
融

公
庫
資
金
の
借
換
え
措
置
を
講
じ
る
も
の

で
、
対
象
は
�
平
成
十
年
度
の
経
常
収
支

比
率
が
全
国
平
均
以
上
、
ま
た
は
平
成
十

年
度
の
財
政
力
指
数
（
三
か
年
平
均
）
が

全
国
平
均
以
下
の
約
一
、
七
○
○
団
体
を

対
象
に
、
�
利
率
七
％
以
上
の
公
営
企
業

金
融
公
庫
資
金
に
係
る
普
通
会
計
債
を
対

象
に
措
置
す
る
。
こ
の
た
め
臨
時
特
例
借

換
債
九
○
○
億
円
を
計
上
。
こ
の
ほ
か
、

�
公
営
企
業
金
融
公
庫
資
金
の
公
営
企
業

債
の
借
換
と
し
て
、
資
本
費
負
担
が
著
し

く
高
い
一
定
の
地
方
公
営
企
業
を
対
象
に

借
換
え
（
六
○
○
億
円
、
対
象
四
○
○
団

体
程
度
）
�
高
利
の
地
方
債
に
対
す
る
特

別
交
付
税
措
置
と
し
て
、
起
債
制
限
比
率

（
平
成
十
年
度
）
が
全
国
平
均
以
上
で
、

普
通
会
計
の
公
的
資
金
の
利
率
七
％
以
上

の
地
方
債
に
つ
い
て
利
率
五
％
超
の
部
分

に
つ
い
て
措
置
（
四
○
○
億
円
、
対
象
約

一
、
二
○
○
団
体
程
度
）


す
る
。

こ
の
ほ
か
、
前
年
度
に
引
き
続
き
地
方

特
例
交
付
金
九
、
一
四
〇
億
円
を
計
上
し

た
。
恒
久
的
減
税
に
伴
う
地
方
税
の
減
収

の
一
部
を
補
て
ん
す
る
た
め
、
地
方
税
の

代
替
的
性
格
を
持
つ
財
源
と
し
て
平
成
十

一
年
度
の
地
方
財
政
対
策
で
創
設
さ
れ
た

も
の
。
全
て
の
都
道
府
県
・
市
町
村
に
減

収
見
込
み
額
を
基
礎
と
し
て
交
付
す
る
。

給
与
関
係
経
費
は
、
国
の
措
置
に
準
じ

た
給
与
改
善
措
置
に
必
要
な
経
費
を
計
上

し
た
。
総
額
は
、
二
三
兆
六
、
六
四
二
億

円
で
、
前
年
度
比
二
八
〇
億
円
（
〇
・
一

％
）
減
と
な
っ
た
。
地
方
財
政
計
画
上
の

地
方
公
務
員
数
の
う
ち
一
般
職
員
に
つ
い

て
は
、
国
家
公
務
員
の
定
員
削
減
方
針
に

準
じ
て
六
、
八
一
六
人
（
警
察
事
務
職
員

一
五
九
人
、
一
般
事
務
職
員
六
、
六
五
七

人
）
を
縮
減
す
る
。
一
方
、
介
護
保
険
制

度
の
施
行
や
社
会
福
祉
等
施
設
、
社
会
教

育
等
施
設
、
清
掃
施
設
等
の
増
加
・
業
務

量
の
増
大
等
等
に
伴
い
四
、
四
六
四
人
増

員
す
る
と
と
も
に
、
補
助
職
員
等
二
四
八
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区 分 平成１２年度
（A）

平成１１年度
（B）

増 減 額
（A）‐（B）（C）

増 減 率
（C）／（B）

平成１１年度
増 減 率

（歳 入）
地 方 税 ３５０，５６８ ３５２，９５７ ▲２，３８９ ▲０．７ ▲８．３
地 方 譲 与 税 ６，１４１ ６，１３１ １０ ０．２ ２．０
地 方 特 例 交 付 税 ９，１４０ ６，３９９ ２，７４１ ４２．８ 皆増
地 方 交 付 税 ２１４，１０７ ２０８，６４２ ５，４６５ ２．６ １９．１
国 庫 支 出 金 １３０，３８４ １３２，３５９ ▲１，９７５ ▲１．５ ２．０
地 方 債 １１１，２７１ １１２，８０４ ▲１，５３３ ▲１．４ ２．３
使 用 料 及 び 手 数 料 １５，９０３ １５，５５６ ３３７ ２．２ １．８
雑 収 入 ５１，７８６ ５０，４５８ １，３２８ ２．６ １．７

計 ８８９，３００ ８８５，３１６ ３，９８４ ０．５ １．６
（歳 出）
給 与 関 係 費 ２３６，６４２ ２３６，９２２ ▲ ２８０ ▲０．１ １．２
一 般 行 政 経 費 １９７，０８７ １９２，７４５ ４，３４２ ２．３ ４．２
補 助 ８９，００７ ８６，５２３ ２，４８４ ２．９ ４．６
単 独 １０８，０８０ １０６，２２２ １，８５８ １．７ ３．８

公 債 費 １２０，９９１ １１３，８８２ ７，１０９ ６．２ ８．６
維 持 補 修 費 １０，０４３ ９，８７０ １７３ １．８ １．５
投 資 的 経 費 ２８４，１８７ ２９４，７８８ ▲１０，６０１ ▲３．６ ０．９
補 助 ９９，１８７ １０１，７８８ ▲２，６０１ ▲２．６ ２．６
単 独 １８５，０００ １９３，０００ ▲８，０００ ▲４．１ ０．０

公 営 企 業 繰 出 金 ３２，７５０ ３２，７０９ ４１ ０．１ ３．６
企業債償還費普通会計負担分 ２０，８５５ ２０，１４６ ７０９ ３．５ ５．５
そ の 他 １１，８９５ １２，５６３ ▲ ６６８ ▲５．３ ０．６

不 交 付 団 体 水 準 超 経 費 ７，６００ ４，４００ ３，２００ ７２．７ ▲６７．２
計 ８８９，３００ ８８５，３１６ ３，９８４ ０．５ １．６

地 方 一 般 歳 出
（公債費、企業債償還費普通会計負担分、
不交付団体水準超経費を除く）

７３９，８５４ ７４６，８８８ ▲７，０３４ ▲０．９ １．８

歳 入 平 成
１２年度

平 成
１１年度 差 引 歳 出 平 成

１２年度
平 成
１１年度 差 引

地 方 税 ３９．４ ３９．９ ▲０．５ 給 与 関 係 経 費 ２６．６ ２６．７ ▲０．１
地 方 譲 与 税 ０．７ ０．７ ０．０ 一 般 行 政 経 費 ２２．２ ２１．８ ０．４
地 方 特 例 交 付 金 １．０ ０．７ ０．３ 公 債 費 １３．６ １２．９ ０．７
地 方 交 付 税 ２４．１ ２３．６ ０．５ 維 持 補 修 費 １．１ １．１ ０．０
国 庫 支 出 金 １４．７ １４．９ ▲０．２ 投 資 的 経 費 ３２．０ ３３．３ ▲１．３
地 方 債 １２．５ １２．７ ▲０．２ 公 営 企 業 繰 出 金 ３．７ ３．７ ０．０
使用料及び手数料 １．８ １．８ ０．０ 不交付団体水準超経費 ０．８ ０．５ ０．３
雑 収 入 ５．８ ５．７ ０．１

計 １００．０ １００．０ ― 計 １００．０ １００．０ ―

地方財政計画歳入歳出一覧
� 歳入歳出総括表 （単位：億円、％）

� 歳入歳出構成表 （単位：％）

人
の
減
、
定
員
削
減
に
よ
る
一
般
事
務
職

員
六
、六
五
七
人
の
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

ミ
レ
ニ
ア
ム
事
業
な
ど
創
設

来
年
度
、
創
設
す
る
発
展
基
盤
緊
急
整

備
事
業
（
ミ
レ
ニ
ア
ム
事
業
）
は
、
二
一

世
紀
に
向
け
た
新
た
な
発
展
基
盤
を
緊
急

整
備
す
る
た
め
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か

ら
地
方
財
政
措
置
す
る
も
の
。
ハ
ー
ド
事

業
（
事
業
費
三
、
〇
〇
〇
億
円
）
で
は
、

自
治
体
が
自
主
的
に
取
り
組
む
�
情
報
化

（
公
共
施
設
等
の
ネ
ッ
ト
ー
ワ
ク
化
や
介

護
保
険
円
滑
導
入
の
た
め
の
情
報
シ
ス
テ

ム
整
備
等
）
�
少
子
・
高
齢
化
（
公
共
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
駅
付
近
や
公
共

施
設
へ
の
託
児
所
設
置
等
）
�
環
境
対
策

（
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
整
備
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
対
策
の
清
掃
施
設
改
修
等
）

�
景
観
・
街
並
み
整
備
（
緑
道
、
親
水
空

間
等
の
整
備
等
）


な
ど
に
対
し
地
方
債

措
置
（
充
当
率
九
五
％
、
元
利
償
還
金
に

交
付
税
措
置
）
す
る
。
ソ
フ
ト
事
業
（
事

業
費
三
五
〇
億
円
）
で
は
、
�
新
千
年
紀

記
念
行
事
（
二
〇
〇
一
年
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
万
国
博
開
催
な
ど
）
�
デ
ジ
タ
ル

・
ネ
ッ
ト
ー
ワ
ク
型
博
物
館
の
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
支
援
�
自
治
体
の
電
子

手
続
化
の
推
進
（
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
等
）



な
ど
を
支
援
す
る
。

介
護
保
険
制
度
導
入
関
連
事
業
（
事
業

費
一
、
〇
〇
〇
億
円
）
は
、
同
制
度
の
円

滑
導
入
へ
の
取
組
み
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
か
ら
財
政
措
置
す
る
も
の
。
具
体
的

に
は
、
介
護
保
険
制
度
支
援
対
策
と
し
て

�
介
護
保
険
制
度
広
報
啓
発
（
一
〇
〇
億

円
）
�
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
確
保
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
参
入
促
進
対
策
な
ど
介

護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
（
一
〇
〇
億
円
）

�
要
介
護
認
定
事
務
等
の
円
滑
化
や
広
域

調
整
推
進
な
ど
介
護
保
険
事
務
体
制
整
備

（
二
〇
〇
億
円
）
�
高
齢
者
生
き
が
い
交

流
支
援（
一
〇
〇
億
円
）

な
ど
、
ま
た
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
緊
急
整
備
（
五
〇

〇
億
円
）
と
し
て
�
介
護
サ
ー
ビ
ス
関
連

施
設
緊
急
整
備
事
業
�
社

会
福
祉
施
設
用
地
の
取
得

・
貸
付
の
地
方
債
措
置



を
継
続
す
る
。

地
域
材
利
用
促
進
対
策

（
事
業
費
一
、
〇
七
〇
億

円
）
も
創
設
す
る
。
林
業

生
産
活
動
の
活
発
化
を
通

じ
て
山
村
地
域
の
振
興
・

森
林
の
持
つ
公
営
的
機
能

の
維
持
・
増
進
を
図
る
た

め
、
都
道
府
県
が
行
う
地

域
材
利
用
促
進
に
地
方
財

政
措
置
す
る
も
の
で
、
具

体
的
事
業
と
し
て
�
地
域

材
の
利
用
促
進
の
た
め
の

普
及
啓
発
・
生
産
流
通
対

策
�
地
域
材
を
利
用
し
た

住
宅
建
設
に
対
す
る
利
子

助
成
�
地
域
材
を
利
用
し

た
住
宅
建
設
に
対
す
る
低

利
融
資


を
行
う
。

（
自
治
日
報
社

井
田
正
夫
）
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平成11年度過疎地域活性化優良事例表彰

飯
豊
連
峰
と
阿
賀
川

国土庁長官賞

福福島島県県

西西会会津津町町

現現地地レレポポーートト

は
じ
め
に

西
会
津
町
は
、
福
島
県
の
北
西
部
、
新

潟
県
境
に
位
置
し
人
口
一
万
人
、
戸
数
三

千
戸
、
町
の
中
央
に
は
阿
賀
川
が
流
れ
、

北
に
二
千
メ
ー
ト
ル
級
の
飯
豊
の
山
並
み

を
望
む
自
然
豊
か
な
町
で
す
。

町
の
中
心
で
あ
る
野
沢
は
、
古
く
か
ら

会
津
と
新
潟
を
結
ぶ
越
後
街
道
の
宿
場
町

と
し
て
栄
え
、
江
戸
時
代
に
は
阿
賀
川
の

舟
運
が
発
達
し
、
会
津
藩
、
大
阪
送
り
の

廻
米
路
の
一
部
と
し
て
利
用
さ
れ
る
な
ど

産
業
や
文
化
な
ど
の
交
流
か
図
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
信
仰
の
里
と
し
て
の
歴
史
も
古

く
、
山
の
神
様
と
し
て
名
高
い
大
山
祇
神

社
や
会
津
こ
ろ
り
三
観
音
の
ひ
と
つ
鳥
追

観
音
が
あ
り
福
島
県
内
は
も
と
よ
り
、
新

潟
・
山
形
県
な
ど
か
ら
年
間
二
十
万
人
以

上
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

百
歳
へ
の
挑
戦

本
町
に
お
け
る
平
均
寿
命
は
、
県
下
で

も
低
位
置
に
あ
り
、
ま
た
、
従
来
か
ら
脳

血
管
疾
患
の
死
亡
が
多
い
な
ど
、
長
生
き

す
る
方
が
比
較
的
少
な
い
町
で
し
た
。「
な

ぜ
長
生
き
が
で
き
な
い
の
か
」
を
詳
し
く

分
析
す
る
た
め
、
ま
ず
健
康
調
査
や
、
栄

養
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
調
査
を

分
析
し
た
結
果
、
町
が
抱
え
る
問
題
点
と

し
て「
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
が
多
い
」、「
悪

性
新
生
物
（
特
に
胃
が
ん
）
に
よ
る
死
亡

が
多
い
」、「
骨
粗
し
ょ
う
症
が
多
く
、
腰

曲
が
り
や
膝
関
節
変
形
等
に
よ
り
寝
た
き

り
老
人
に
な
り
や
す
い
」
の
三
点
が
明
ら

か
に
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
理
由
と
し
て
一
日

に
お
け
る
塩
分
摂
取
量
が
極
め
て
多
い
こ

と
や
、
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
量
が
少
な
い

こ
と
な
ど
食
生
活
か
ら
の
影
響
と
冬
期
間

の
降
雪
な
ど
に
よ
る
運
動
不
足
な
ど
自
然

環
境
も
原
因
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
分
か

り
、
本
町
の
健
康
の
町
づ
く
り
の
問
題
点

が
主
に
食
事
に
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し

ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
町
で
は
町
民
に
対
す

る
啓
蒙
作
業
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
と
、
町

の
取
り
組
み
の
姿
勢
を
町
民
の
皆
さ
ん
に

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
五
年
、

「
百
歳
へ
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
町

民
大
会
を
開
催
し
て
、
「
健
康
の
町
宣
言
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
習
慣
病
に
基
づ
く
疾
病
を

予
防
す
る
た
め
に
は
、
日
常
の
食
生
活
を

改
善
す
る
必
要
が
あ
り
、
正
し
い
食
生
活

の
啓
蒙
普
及
を
推
進
す
る
担
い
手
と
し

て
、
地
域
の
食
生
活
改
善
推
進
員
を
こ
れ

ま
で
の
五
人
か
ら
年
次
計
画
に
よ
り
、
女

子
栄
養
大
学
の
講
師
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
百
五
人
に
増
員
し
、「
め
ざ
せ
百
歳
！

に
こ
に
こ
減
塩
の
会
」
や「
め
ざ
せ
百
歳
！

コ
ツ

コ
ツ

骨
・
骨
カ
ル
シ
ウ
ム
の
会
」
な
ど
と
銘

打
っ
た
食
生
活
改
善
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
ま
す
。

�
福島市

福島県

�
西会津町
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在
宅
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
の
端
末
を
操
作
す
る
利
用
者

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
舎

食
生
活
改
善
活
動
だ
け
で
な
く
、
予
防

医
療
面
で
は
、
平
成
六
年
に
、
自
宅
に
い

な
が
ら
毎
日
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
医
師
・

保
健
婦
か
ら
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
必

要
な
助
言
指
導
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

「
在
宅
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
自
治
体

と
し
て
は
全
国
で
初
め
て
導
入
し
ま
し

た
。こ

の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
利
用
者

に
対
し
重
点
的
な
保
健
指
導
が
で
き
、
疾

病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
初
導
入
し
た
三
百
台
は
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
回
線
を
利
用
し
て
い
る
た
め
情
報
伝

送
に
限
界
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
完
全
双
方
向
機
能
を
有
す
る
伝

送
路
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
世
帯

へ
の
導
入
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
こ
こ
五
年

ほ
ど
で
具
体
的
な
成
果
を
も
た
ら
し
、
県

内
で
も
下
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
た
町
民

の
平
均
寿
命
が
延
び
た
ほ
か
、
国
民
健
康

保
険
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が
県
平
均
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

加
入
者
一
人
当
た
り
が
支
払
う
国
民
健
康

保
険
税
が
平
成
四
年
か
ら
平
成
八
年
に
か

け
て
一
万
七
千
円
余
り
下
が
っ
て
い
ま

す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
高
度
情
報
化
社

会
に
対
応
し
、「
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ

く
り
」
と
「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
」
を
目
的
に
平
成
七
年
度
、
国

土
庁
の
新
規
事
業
「
地
域
情
報
交
流
拠
点

施
設
整
備
モ
デ
ル
事
業
」の
認
定
を
受
け
、

平
成
九
年
二
月
、
福
島
県
で
初
の
多
チ
ャ

ン
ネ
ル
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
し
て
西
会
津

町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
開
局
し
ま
し
た
。

開
局
時
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
は
町
全
体

の
約
半
分
の
地
域
で
、
残
り
は
農
林
水
産

省
の
「
地
域
連
携
確
立
農
業
構
造
改
善
事

業
」
に
よ
り
、
平
成
十
一
年
三
月
に
全
エ

リ
ア
を
カ
バ
ー
し
ま
し
た
。

本
町
の
シ
ス
テ
ム
は
、
完
全
双
方
向
機

能
を
有
す
る
伝
送
路
を
使
用
し
、
テ
レ
ビ

二
十
三
ｃ
ｈ
と
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
二
波
を
提
供

す
る
ほ
か
、
地
域
の
情
報
を
素
早
く

キ
ャ
ッ
チ
す
る
情
報
カ
メ
ラ
と
、
町
内
の

気
温
・
湿
度
な
ど
を
専
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

提
供
す
る
た
め
の
気
象
観
測
施
設
五
ケ
所

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
情
報
な
ど
の
情
報
を
音
声

で
伝
え
る
電
話
機
能
付
音
声
告
知
シ
ス
テ

ム
や
、
放
送
セ
ン
タ
ー
に
蓄
積
し
た
各
種

情
報
を
加
入
者
が
電
話
で
引
き
出
し
、
専

用
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
視
聴
で
き
る
情
報
検
索

シ
ス
テ
ム
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
自
主
放
送
が

一
ｃ
ｈ
あ
り
、
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
、
身
近
な
出
来
事
や
行
事
な
ど
を
紹

介
す
る
地
域
ニ
ュ
ー
ス
を
放
送
し
て
い
る

ほ
か
、
週
に
一
本
企
画
番
組
を
制
作
し
放

送
し
て
い
ま
す
。
企
画
番
組
に
つ
い
て
は

農
業
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
も

の
を
放
送
し
て
い
ま
す
が
、「
百
歳
へ
の

挑
戦
」
を
目
指
す
西
会
津
で
は
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
充
実
に
よ
る
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

推
進
の
た
め
の
番
組
を
重
点
的
に
制
作
し

放
送
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

す
べ
て
の
町
民
が
生
涯
に
わ
た
り
健
康

で
長
生
き
で
き
る
よ
う
「
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
連
携
」
を
今
後
も
充
実
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
高
齢
化
社
会
を
背
景
と

し
た
在
宅
ケ
ア
の
増
大
な
ど
、
町
民
の
保

健
・
医
療
・
福
祉
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
ト
ー
タ
ル

ケ
ア
体
制
の
充
実
と
関
係
機
関
相
互
の
連

携
を
一
層
促
進
す
る
と
と
も
に
、
完
全
双

方
向
機
能
を
有
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

特
徴
等
を
踏
ま
え
、
二
四
時
間
ボ
イ
ス

メ
ー
ル
に
よ
る
保
健
・
医
療
の
相
談
シ
ス

テ
ム
の
開
設
、
自
主
放
送
番
組
に
よ
る
健

康
教
育
、
食
生
活
教
育
、
疾
病
別
教
育
等

の
実
施
、
在
宅
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
の
拡

大
普
及
、
さ
ら
に
高
齢
者
の
在
宅
ケ
ア
、

緊
急
時
の
連
絡
シ
ス
テ
ム
等
福
祉
サ
ー
ビ

ス
・
メ
ニ
ュ
ー
広
報
の
徹
底
を
も
含
め
た

地
域
情
報
シ
ス
テ
ム
を
積
極
的
に
活
用

し
、
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
西
会
津
町
企
画
調
整
課

調
整
係
長

山
口
千
代
志
）

デ
ー
タ
を
処
理
す
る
保
健
婦

フォーラム
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表１ 組合加入状況

（注）△印は減を示す。

表２ 火災共済加入状況

（注）△印は減を示す。

表３ 風水雪害特別共済加入状況

（注）△印は減を示す。

表４ 自動車共済加入状況

（注）△印は減を示す。

表５ 火災共済金支払状況

（注）△印は減を示す。

表６ 火災共済見舞金給付状況

（注）△印は減を示す。

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
行
う
火
災
共
済
お
よ
び
自
動
車
共
済
の
平
成
十
年
度

事
業
概
要
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
昨
年
九
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の
議
決

を
得
た
の
で
、
定
款
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

平

成

十
年
度
町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

事
業
概
要

本
組
合
は
、町
村
職
員
の
所
有
す
る
住
宅
の

火
災
に
よ
っ
て
生
ず
る
財
産
の
損
害
を
相
互
救

済
す
る
た
め
、昭
和
二
十
九
年
四
月
消
費
生
活

協
同
組
合
法
に
準
拠
し
た
職
域
生
協
と
し
て
発

足
し
、火
災
共
済
事
業
を
開
始
し
た
。そ
の
後
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
で
、町
村
職
員

の
自
動
車
の
保
有
も
増
加
、こ
れ
に
比
例
し
自

動
車
事
故
も
多
発
化
し
、偶
然
の
自
動
車
事
故

に
よ
っ
て
生
ず
る
町
村
職
員
の
経
済
負
担
も
著

し
い
こ
と
か
ら
、昭
和
四
十
二
年
四
月
よ
り
自

動
車
共
済
事
業
を
併
せ
て
実
施
し
た
。両
事
業

開
始
以
来
、事
業
内
容
の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、

協
同
互
助
の
精
神
に
基
づ
く
町
村
職
員
等
の
生

活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
に
最
大
限
の
努
力

を
傾
注
し
、今
日
に
至
っ
て
い
る
。

平
成
十
年
度
の
事
業
概
要
は
下
記
の
と
お
り

で
、組
合
員
に
つ
い
て
は
、こ
こ
数
年
来
減
少
傾

向
に
あ
り
、前
年
度
比
五
、八
五
二
人（
二
・
六

％
）の
減
少
と
な
っ
た
。

火
災
共
済
事
業
は
、契
約
件
数
で
前
年
度
よ

り
二
、七
六
一
件（
二
・
一
％
）の
減
と
な
り
、共

済
掛
金
も
、前
年
度
比
三
〇
七
万
余
円（
〇
・
二

％
）の
減
と
な
っ
た
。風
水
雪
害
特
約
共
済
は
、

契
約
件
数
で
前
年
度
よ
り
四
三
八
件（
一
・
五

％
）の
減
と
な
っ
た
が
、共
済
掛
金
は
、前
年
度

比
二
一
二
万
余
円（
〇
・
六
％
）の
増
と
な
っ
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、契
約
台
数
は
前
年

度
比
六
、三
三
三
台（
二
・
六
％
）の
減
と
な
っ
た

が
、共
済
掛
金
は
、一
億
三
、一
三
五
万
余
円

（
二
・
二
％
）の
増
と
な
っ
た
。

一
方
、共
済
金
の
支
払
は
、火
災
共
済
事
業
で

前
年
度
比
一
一
六
件（
三
五
・
三
％
）の
増
と
な

り
、共
済
金
合
計
に
お
い
て
も
四
、二
二
一
万
余

円（
七
・
五
％
）の
増
と
な
っ
た
。ま
た
、風
水
雪

害
特
約
共
済
金
の
給
付
に

つ
い
て
は
前
年
度
比
四
七

件（
一
三
四
・
三
％
）の
増
と

な
り
、共
済
金
に
お
い
て

も
、四
、四
五
〇
万
余
円（
一

一
三
・
九
％
）の
増
と
な
っ

た
。自

動
車
共
済
事
業
で
は
、

支
払
件
数
で
前
年
度
比
四

〇
六
件（
三
・
七
％
）の
減
と

な
っ
た
が
、共
済
金
に
お
い

て
は
、三
、七
〇
九
万
余
円

（
一
・
〇
％
）の
増
と
な
っ

た
。本

年
度
に
お
け
る
事
業

剰
余
金
を
も
っ
て
す
る
事

業
利
用
分
量
割
戻
金
の
配

分
率
は
、火
災
共
済
が
三
四

％
程
度
、風
水
雪
害
特
約
共

済
が
二
七
％
程
度
、自
動
車
共
済
が
六
％
程
度

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

１
、組
合
加
入
の
状
況

平
成
十
年
度
末
現
在
の
組
合
員
数
は
二
二

三
、一
八
八
人
で
前
年
度
に
比
し
五
、八
五
二
人

（
二
・
六
％
）減
少
し
た
。ま
た
、出
資
金
に
つ
い

て
も
、前
年
度
に
比
し
六
、一
二
〇
万
余
円（
三
・

〇
％
）減
の
一
九
億
六
、一
八
八
万
余
円
と
な
っ

た
。な
お
、本
年
度
に
お
け
る
割
戻
金
の
一
部
を

出
資
金
に
充
当
し
た
額
は
一
、四

八
八
万
余
円
と
な
っ
た
。

２
、共
済
契
約
状
況

�
火
災
共
済
事
業

�
火
災
共
済

契
約
件
数
は
一
三
一
、八
三
一

件
で
前
年
度
に
比
し
二
、七
六
一

件（
二
・
一
％
）減
少
し
、契
約
口
数

も
四
一
、〇
二
六
口（
〇
・
二
％
）減

少
し
た
。こ
の
た
め
共
済
掛
金
は

一
八
億
五
六
四
万
余
円
と
な
り
前

年
度
よ
り
三
〇
七
万
余
円（
〇
・
二

％
）の
減
と
な
っ
た
。ま
た
、一
件

当
り
平
均
口
数
は
一
九
五
口（
一
、

九
五
〇
万
円
）と
な
り
前
年
度
よ

出 資 金

１，９６１，８８１，５７０円

２，０２３，０９０，７７０

△６１，２０９，２００

△３．０％

口 数

１９，６１８，８１５口

２０，２３０，９０７

△６１２，０９２

△３．０％

人 員

２２３，１８８人

２２９，０４０

△５，８５２

△２．６％

区 分

平成１０年度

平成９年度

比 較 増 減

増 減 率

共 済 掛 金

１，８０５，６４３，８６０円

１，８０８，７１７，６６０

△３，０７３，８００

△０．２％

契 約 口 数

２５，７５０，５１１口

２５，７９１，５３７

△４１，０２６

△０．２％

共済契約件数

１３１，８３１件

１３４，５９２

△２，７６１

△２．１％

区 分

平成１０年度

平成９年度

比 較 増 減

増 減 率

特約共済掛金

３３０，４９５，８２０円

３２８，３７３，５５０

２，１２２，２７０

０．６％

契 約 口 数

５，４９４，９８１口

５，４６２，７３５

３２，２４６

０．６％

特約付加件数

２９，７１９件

３０，１５７

△４３８

△１．５％

区 分

平成１０年度

平成９年度

比 較 増 減

増 減 率

共 済 掛 金

６，１９９，８６６，４４０円

６，０６８，５０７，４４０

１３１，３５９，０００

２．２％

契 約 台 数

２３６，８４４台

２４３，１７７

△６，３３３

△２．６％

区 分

平成１０年度

平成９年度

比 較 増 減

増 減 率

損害率

％
３３．７

３１．３

２．４

―

合 計

円
６０８，１６１，３４４

５６５，９４１，８４８

４２，２１９，４９６

％
７．５

失火見舞費用共済金
金 額

円
８００，０００

９５０，０００

△１５０，０００

％
△１５．８

件 数
件
２

４

△２

％
△５０．０

残存物取片づけ費用共済金
金 額

円
１２，３５９，０３７

１４，２３０，０２２

△１，８７０，９８５

％
△１３．１

件 数
件
５２

４２

１０

％
２３．８

臨時費用共済金
金 額

円
５１，１６８，１２５

５３，３５１，９０７

△２，１８３，７８２

％
△４．１

件 数
件
４４５

３３１

１１４

％
３４．４

火 災 共 済 金
金 額

円
５４３，８３４，１８２

４９７，４０９，９１９

４６，４２４，２６３

％
９．３

件 数
件
４４５

３２９

１１６

％
３５．３

区 分

平成１０年度

平成９年度

比較増減

増 減 率

一件当りの見舞金

―円

１０５，２２２

―

―％

見 舞 金

０円

９４７，０００

△９４７，０００

△１００％

件 数

０件

９

△ ９

△１００％

区 分

平成１０年度

平成９年度

比 較 増 減

増 減 率

（第三種郵便物認可） 第２３０４号町 村 週 報平成１２年２月２１日
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表７ 風水雪害特約共済金支払状況

（注）△印は減を示す。

表８ 自動車共済金支払状況

（注）△印は減を示す。

表９ 自動車共済臨時費用支払状況

（注）△印は減を示す。

表１０ 平成１０年度全国町村職員生活協同組合損益計算書

（注）△印は減を示す。

り
三
口（
三
〇
万
円
）の
増
と
な
っ
て
い
る
。

�
風
水
雪
害
特
約
共
済

特
約
付
加
件
数
は
二
九
、七
一
九
件
で
前

年
度
に
比
し
四
三
八
件
減
少
し
た
。特
約
共

済
掛
金
は
、三
億
三
、三
〇
四
万
余
円
で
前
年

度
よ
り
二
一
二
万
余
円（
〇
・
六
％
）の
増
と

な
っ
た
。な
お
、火
災
共
済
契
約
件
数
に
対
す

る
特
約
付
加
件
数
の
割
合
は
二
二
・
五
％
で

あ
っ
た
。

�
自
動
車
共
済
事
業

契
約
台
数
は
二
三
六
、八
四
四
台
と
前
年

度
に
比
し
六
、三
三
三
台（
二
・
六
％
）減
少
し

た
。共
済
掛
金
は
六
一
億
九
、九
八
六
万
余
円

と
な
り
、前
年
度
よ
り
一
億
三
、一
三
五
万
余

円（
二
・
二
％
）増
と
な
っ
た
。ま
た
、一
台
当

り
の
平
均
共
済
掛
金
額
は
二
六
、一
七
七
円

と
な
っ
た
。

３
、共
済
事
故
状
況

�
火
災
共
済
事
業

�
火
災
共
済

�ア
共
済
金

支
払
件
数
は
、共
済
金
で
一
一
六
件（
三

五
・
三
％
）増
の
四
四
五
件
、臨
時
費
用
共
済

金
で
一
一
四
件（
三
四
・
四
％
）増
の
四
四
五

件
、残
存
物
取
片
づ
け
費
用
共
済
金
で
一
〇

件（
二
三
・
八
％
）増
の
五
二
件
、失
火
見
舞
費

用
共
済
金
で
二
件（
五
〇
・
〇
％
）減
の
二
件

と
な
り
、共
済
金
の
合
計
は
前
年
度
に
比
し

四
、二
二
一
万
余
円（
七
・
五
％
）

増
の
六
億
八
一
六
万
余
円
と
な

り
、損
害
率
は
、前
年
度
よ
り

二
・
四
ポ
イ
ン
ト
高
い
三
三
・

七
％
と
な
っ
た
。

な
お
、本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共

済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払

予
定
額
と
し
て
、九
、四
六
七
万
円
の
火
災
共

済
支
払
備
金
を
計
上
し
、平
成
十
一
年
度
に

繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

�イ
見
舞
金

本
年
度
は
地
震
等
に
よ
る
被
害
が
な
く
見

舞
金
の
支
払
は
な
か
っ
た
。

�
風
水
雪
害
特
約
共
済

支
払
件
数
は
、特
約
共
済
金
で
四
七
件（
一

三
四
・
三
％
）増
の
八
二
件
、臨
時
費
用
共
済

金
で
四
七
件（
一
三
四
・
三
％
）増
の
八
二
件
、

残
存
物
取
片
づ
け
費
用
共
済
金
で
七
件（
一

一
六
・
七
％
）増
の
一
三
件
と
な
り
、共
済
金

の
合
計
は
前
年
度
に
比
し
四
、四
五
〇
万
余

円（
一
一
三
・
九
％
）増
の
八
、三
五
八
万
余
円

と
な
り
、損
害
率
は
、全
体
で
前
年
度
よ
り
一

三
・
四
ポ
イ
ン
ト
高
い
二
五
・
三
％
と
な
っ
た
。

な
お
、本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共

済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払

予
定
額
と
し
て
、六
〇
二
万
余
円
の
風
水
雪

害
特
約
共
済
支
払
備
金
を
計
上
し
、平
成
十

一
年
度
に
繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

�
自
動
車
共
済
事
業

�ア
共
済
金

支
払
件
数
は
、前
年
度
に
比
し
対
物
賠
償

で
は
五
六
九
件（
五
・
五
％
）減
の
九
、七
八
四

件
、対
人
賠
償
で
は
一
六
三
件（
二
一
・
四
％
）

増
の
九
二
六
件
と
な
っ
た
。

ま
た
、共
済
金
に
お
い
て
は
前
年
度
に
比

し
対
物
賠
償
で
一
億
九
〇
九
万
余
円（
五
・
二

％
）減
の
一
九
億
九
、二
三
九
万
余
円
、対
人

賠
償
に
お
い
て
は
一
億
四
、六
一
九
万
余
円

（
一
〇
・
二
％
）増
の
一
五
億
七
、九
四
八
万
余

円
と
な
り
、共
済
金
の
合
計
は
、前
年
度
に
比

し
三
、七
〇
九
万
余
円（
一
・
〇
％
）

増
の
三
五
億
七
、一
八
七
万
余
円

と
な
っ
た
。損
害
率
は
、全
体
で
前

年
度
よ
り
〇
・
六
ポ
イ
ン
ト
低
い

五
七
・
六
％
と
な
っ
た
。

な
お
、本
年
度
は
、既
発
生
事
故

の
う
ち
、共
済
金
が
未
請
求
と

な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払
予
定
額

と
し
て
、一
四
億
九
、九
五
六
万
余

円
の
自
動
車
共
済
支
払
備
金
を
計

上
し
、平
成
十
一
年
度
へ
繰
越
す

こ
と
と
な
っ
た
。

�イ
臨
時
費
用

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
傷

害
で
一
二
件（
八
・
六
％
）増
の
一

五
二
件
、死
亡
は
三
件（
一
四
・
三

％
）増
の
二
四
件
と
な
っ
た
。ま
た

臨
時
費
用
の
金
額
は
傷
害
で
三
六

万
円（
八
・
六
％
）増
の
四
五
六
万

円
、死
亡
は
三
〇
万
円（
一
四
・
三

％
）増
の
二
四
〇
万
円
と
な
り
、臨

時
費
用
の
合
計
は
、前
年
度
に
比

し
六
六
万
円（
一
〇
・
五
％
）増
の

六
九
六
万
円
と
な
っ
た
。

損害率

２５．３％
１１．９
１３．４

―

合 計

８３，５８２，４５７円
３９，０７４，５３５
４４，５０７，９２２

１１３．９％

残存物取片づけ費用共済金
金 額
１，５１８，８７７円
３９８，１６９
１，１２０，７０８
２８１．５％

件 数
１３件
６
７

１１６．７％

臨 時 費 用 共 済 金
金 額
１０，６７２，３２７円
５，０４４，７３３
５，６２７，５９４
１１１．６％

件 数
８２件
３５
４７

１３４．３％

特 約 共 済 金
金 額
７１，３９１，２５３円
３３，６３１，６３３
３７，７５９，６２０

１１２．３％

件 数
８２件
３５
４７

１３４．３％

区 分

平成１０年度
平成９年度
比 較 増 減
増 減 率

損害率

５７．６％
５８．２
△０．６
―

合 計
共 済 金
３，５７１，８７４，８４３円
３，５３４，７７７，４３９
３７，０９７，４０４

１．０％

件 数
１０，７１０件
１１，１１６
△４０６
△３．７％

対 人 賠 償 共 済
共 済 金
１，５７９，４８３，９４０円
１，４３３，２８６，６３５
１４６，１９７，３０５

１０．２％

件 数
９２６件
７６３
１６３
２１．４％

対 物 賠 償 共 済
共 済 金
１，９９２，３９０，９０３円
２，１０１，４９０，８０４
△１０９，０９９，９０１

△５．２％

件 数
９，７８４件
１０，３５３
△５６９
△５．５％

区 分

平成１０年度
平成９年度
比 較 増 減
増 減 率

合 計
金 額
６，９６０，０００円
６，３００，０００
６６０，０００
１０．５％

件 数
１７６件
１６１
１５
９．３％

死 亡
金 額
２，４００，０００円
２，１００，０００
３００，０００
１４．３％

件 数
２４件
２１
３

１４．３％

傷 害
金 額
４，５６０，０００円
４，２００，０００
３６０，０００
８．６％

件 数
１５２件
１４０
１２
８．６％

区 分

平成１０年度
平成９年度
比 較 増 減
増 減 率

利 益 の 部
金 額
８，３３６，００６，１２０円
６，８７４，７１５，０００
１９８，１４０，９８９
１，７８２，２２０

１５，４１０，６４４，３２９

科 目
共 済 掛 金
共済契約準備金戻入
資 産 運 用 収 益
雑 収 入

合 計

１．
２．
３．
４．

損 失 の 部
金 額
４，２６３，６１８，６４４円
６，９６０，０００

２，４１０，６８４，２９０
７，１０５，７６７，０００
１３，７８７，０２９，９３４
１，６２３，６１４，３９５
１５，４１０，６４４，３２９
１，６２３，６１４，３９５
△３１０，４９７，５０１
１，３１３，１１６，８９４
５８，２１７，３４７

１，３７１，３３４，２４１

科 目
支 払 共 済 金
見 舞 金 等
管理費及び諸経費
共済契約準備金繰入
小 計
経 常 剰 余 金
合 計
税引前当期剰余金
法 人 税 等
当期剰余金（計）
前期繰越剰余金
当期未処分剰余金（計）

１．
２．
３．
４．

１．
２．
３．
４．
５．

活 動
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地
元
建
設
業
者
に
発
注

す
る
町
民
に
融
資
制
度

北
海
道

当
麻
町

大
手
業
者
に
押
さ
れ
が
ち
な
地
元

建
設
業
者
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
た

め
、
町
は
自
宅
の
新
築
工
事
を
地
元

建
設
業
者
に
発
注
し
た
町
民
に
対

し
、
三
百
万
円
を
上
限
に
無
利
子
で

工
事
資
金
を
融
資
す
る
優
遇
制
度
を

実
施
し
て
い
る
。

六
回
目
の「
き
み
ま
ち
恋
文

コ
ン
テ
ス
ト
」を
実
施

秋

田

県

二
ツ
井
町

一
八
八
一
年
に
明
治
天
皇
が
町
内

の
�
き
み
ま
ち
坂
�
を
訪
れ
た
際
、

皇
后
か
ら
手
紙
が
届
い
て
い
た
と
の

逸
話
に
ち
な
み
、
町
で
は
九
四
年
か

ら
「
き
み
ま
ち
恋
文
全
国
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、
六
回
目

を
迎
え
た
今
回
は
「
別
れ
の
恋
文
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
全
国
公
募

を
行
い
、
大
賞
等
を
決
定
し
た
。

大
手
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
か
ら
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導

茨
城
県

大
洗
町

温
泉
、
プ
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

が
一
体
と
な
っ
た
町
営
健
康
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」
の
魅
力

を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
、
町
は
委
託

し
た
大
手
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
会
社
か
ら

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
派
遣
し
て
も

ら
い
、
町
民
な
ど
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
指
導
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
の

策
定
に
町
民
の
意
見
を
反
映

福
井
県

今
立
町

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
化
石

燃
料
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
向
け

た
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
を
進
め
て
い
る
町
は
、
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
の
基
礎
資
料
と
し
て
一
九
九

八
年
度
に
町
民
を
対
象
に
実
施
し
た

調
査
結
果
を
全
世
帯
に
配
布
し
、
町

民
か
ら
の
意
見
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
反
映

さ
せ
る
作
業
を
進
め
て
い
る
。

未
来
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
に

ジ
ャ
ン
プ
台
建
設

長
野
県

白
馬
村

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ジ
ャ

ン
プ
会
場
だ
っ
た
村
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
機
に
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
め
ざ

す
子
ど
も
た
ち
が
増
え
た
こ
と
か

ら
、八
方
尾
根
ス
キ
ー
場
内
の
名
木

山
ゲ
レ
ン
デ
に
ジ
ュ
ニ
ア
用
ジ
ャ
ン

プ
台
を
建
設
し
、ジ
ュ
ニ
ア
用
練
習
施

設
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

Ｗ
杯
の
キ
ャ
ン
プ
地
で

誘
致
活
動

岐
阜
県

古
川
町

二
〇
〇
二
年
に
開
催
さ
れ
る
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
出
場
国
の

キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ

て
い
る
町
は
、
予
選
突
破
確
実
な
強

豪
チ
ー
ム
で
あ
り
、
陽
気
で
真
面
目

な
国
民
性
が
町
民
性
と
合
っ
て
い
る

な
ど
の
理
由
か
ら
、
東
欧
の
ル
ー
マ

ニ
ア
一
国
に
絞
っ
た
キ
ャ
ン
プ
地
誘

致
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

町
議
会
議
事
録
の

検
索
・
閲
覧
シ
ス
テ
ム
を
開
設

静
岡
県

長
泉
町

情
報
公
開
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
町
は
、
一
九
九
七
年
六
月
の
第

二
回
定
例
会
か
ら
の
町
議
会
議
事
録

の
全
文
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
、
ま
た
、
発

言
者
名
や
議
題
、
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検

索
で
き
る
「
長
泉
町
議
会

議
事
録

検
索
・
閲
覧
シ
ス
テ
ム
」を
開
設
し
、

町
民
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

「
ま
ん
が
コ
ン
ク
ー
ル
」で

杉
原
紙
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

兵
庫
県

加
美
町

県
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
和
紙
「
杉
原
紙
」
の
生
産
地

と
し
て
知
ら
れ
、
町
立
杉
原
紙
研
究

所
を
設
立
す
る
な
ど
杉
原
紙
復
元
に

努
め
て
い
る
町
は
、「
杉
原
紙
」
を

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
た
め
、

杉
原
紙
の
歴
史
や
歩
み
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
「
杉
原
紙
も
の
が
た
り
ま

ん
が
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
、

特
選
作
品
は
杉
原
紙
を
学
ぶ
教
材
と

し
て
冊
子
に
ま
と
め
て
い
く
。

憩
い
の
施
設
「
多
世
代

交
流
プ
ラ
ザ
」
オ
ー
プ
ン

奈

良

県

大
宇
陀
町

一
九
九
八
年
に
発
見
さ
れ
た
温
泉

を
活
用
す
る
た
め
、
総
事
業
費
約
十

一
億
円
を
か
け
て
町
民
憩
い
の
施
設

建
設
を
進
め
て
い
た
町
で
は
、
温
水

プ
ー
ル
や
薬
草
ぶ
ろ
、
カ
ラ
オ
ケ

ル
ー
ム
な
ど
を
備
え
た
延
床
面
積
約

二
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
「
多
世

代
交
流
プ
ラ
ザ
」が
オ
ー
プ
ン
し
、多

く
の
町
民
で
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。

敬
老
金
の
代
わ
り
に

全
八
巻
の「
町
史
」を
贈
呈

広

島

県

千
代
田
町

七
十
五
歳
以
上
の
町
民
に
毎
年
一

人
五
千
円
の
敬
老
金
を
支
給
し
て
い

る
町
で
は
、
一
九
八
七
年
か
ら
町
が

刊
行
を
始
め
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
全

八
巻
が
完
結
す
る
予
定
の
町
史
（
一

巻
当
た
り
五
千
円
か
ら
八
千
円
）
を

敬
老
金
の
代
わ
り
に
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
、
町
史
の
普
及

に
努
め
て
い
る
。

ご
み
減
量
対
策
で

買
物
袋
を
全
世
帯
に
配
布

長

崎

県

郷
ノ
浦
町

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
の
一
環
と
し

て
、
ご
み
減
量
化
対
策
を
推
進
し
て

い
る
町
は
、
繰
り
返
し
使
用
で
き
る

ナ
イ
ロ
ン
製
の
買
物
袋
（
一
個
五
百

円
程
度
）
を
約
四
千
三
百
の
町
内
全

世
帯
に
無
料
配
布
し
、
レ
ジ
袋
の
使

用
を
控
え
て
も
ら
う
な
ど
、
町
民
の

ご
み
問
題
へ
の
意
識
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

町
観
光
施
設
内
に

ワ
イ
ン
工
場
や
博
物
館
を
建
設

大

分

県

安
心
院
町

観
光
振
興
の
目
玉
と
し
て
、
町
の

観
光
施
設
「
安
心
院
家
族
旅
行
村
」

内
に
ワ
イ
ン
工
場
や
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス

の
博
物
館
を
建
設
す
る
た
め
、
町
は

焼
酎
の
「
い
い
ち
こ
」
で
知
ら
れ
る

三
和
酒
類
と
の
間
で
、
ワ
イ
ン
工
場

建
設
に
関
す
る
立
地
協
定
を
結
び
、

二
〇
〇
二
年
春
の
操
業
開
始
を
め
ざ

し
建
設
を
進
め
て
い
く
。

少
子
化
対
策
で

保
育
料
の
軽
減
措
置

宮
崎
県

北
郷
町

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
親

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
通

所
児
童
を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、

若
者
定
住
化
を
促
進
し
て
い
く
こ
と

を
ね
ら
い
に
、
町
は
一
度
に
二
人
以

上
の
子
ど
も
を
町
立
保
育
所
に
預
け

る
家
庭
に
対
し
、
二
人
目
以
降
の
保

育
料
を
無
料
と
す
る
優
遇
措
置
を
実

施
し
て
い
る
。

サ
ミ
ッ
ト
開
催
時
に

ド
イ
ツ
首
相
を
招
き
友
好
行
事

沖
縄
県

上
野
村

一
八
七
三
年
に
ド
イ
ツ
商
船
「
ロ

ベ
ル
ト
ソ
ン
」
号
が
台
風
の
影
響
で

座
礁
の
際
、
村
民
が
乗
組
員
を
救
助

し
た
と
い
う
歴
史
を
持
つ
村
は
、
七

月
の
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
開
催
時
に
お
い

て
ド
イ
ツ
首
相
の
村
へ
の
招
聘
を
企

画
す
る
と
と
も
に
、
日
独
友
好
年
と

位
置
付
け
、
様
々
な
関
連
行
事
を
展

開
し
て
い
る
。

カ
プ
セ
ル
Ｎ
ｏ
ｗ
＆
Ｎ
ｅ
ｗ

カカカカカカカカカカカカカカカカ
ププププププププププププププププ
セセセセセセセセセセセセセセセセ
ルルルルルルルルルルルルルルルル
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ
ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ
＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅ
ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ
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和歌山県町村会長
みな べ

南 部 町 長

山 � 繁 雄

■

浄
化
セ
ン
タ
ー
（
公
共
下
水
）
に

て

ん

町
役
場
併
設
の
�
末

公
共
下
水
道
事
業
は
、
南
部
町
の
最

大
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
、
平
成
八
年

よ
り
事
業
に
着
手
。
農
村
地
域
の
二
集

落
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
で
完
成
、

平
成
十
年
、
十
一
年
と
相
次
い
で
供
用

開
始
、
順
調
に
加
入
者
が
増
え
つ
つ
あ

る
。
残
る
は
市
街
化
区
域
を
持
つ
旧
南

部
町
全
域
を
公
共
下
水
道
事
業
で
実
施

す
る
こ
と
で
あ
る
。

公
共
下
水
道
事
業
の
成
否
は
、
住
民

の
本
事
業
へ
の
理
解
と
、
ど
れ
だ
け
の

家
庭
が
加
入
し
て
も
ら
え
る
か
と
い
う

こ
と
に
つ
き
る
と
思
い
ま
す
が
、
事
業

で
の
最
大
の
課
題
は
、
終
末
処
理
場
を

計
画
通
り
の
最
適
の
場
所
に
建
設
で
き

る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ

う
。
面
積
の
小
さ
い
我
が
町
で
は
、
人

里
離
れ
た
所
に
処
理
場
を
つ
く
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

職
員
達
の
計
画
し
た
予
定
地
は
、
終

末
処
理
場
と
し
て
は
最
も
効
率
的
で
、

理
想
的
な
場
所
で
は
あ
る
が
、
い
か
に

せ
ん
人
家
に
近
い
。
私
か
ら
見
れ
ば
実

現
性
の
薄
い
計
画
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
私
は
計
画
の
変
更
を
含
め
て
、
再

検
討
を
指
示
し
た
が
、
な
に
し
ろ
我
が

町
の
職
員
は
鼻
息
が
あ
ら
い
。
此
の
場

所
を
お
い
て
他
に
考
え
ら
れ
な
い
と
、

言
う
の
で
あ
る
。
案
の
定
、
予
定
地
周

辺
の
住
民
は
猛
反
対
、
反
対
同
盟
ま
で

で
き
る
と
い
う
状
況
と
な
り
、
正
に
前

途
多
難
。

職
員
は
連
日
連
夜
精
力
的
に
折
衝
を

重
ね
て
来
た
が
、
職
員
の
手
に
負
え
な

い
事
態
と
な
っ
た
。

私
の
出
番
で
あ
る
。
妙
案
な
ど
あ
る

筈
が
な
い
。
只
幸
運
に
も
、
時
を
同
じ

く
し
て
旧
役
場
庁
舎
に
隣
接
す
る
県
道

拡
幅
を
県
営
都
市
計
画
事
業
で
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
庁
舎
の
一
部
を

カ
ッ
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
旧
庁
舎
は
、
外
観
は
綺

麗
だ
が
、
築
後
四
十
年
近
い
、
駐
車
場

も
せ
ま
い
、
し
か
し
当
初
は
、
役
場
の

移
転
な
ど
、
毛
頭
考
え
て
お
ら
ず
、
改

修
で
も
す
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
と
考
え

て
も
い
た
。
も
と
も
と
私
は
、
役
所
な

ど
立
派
な
も
の
は
必
要
な
い
と
い
う
主

義
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
時
の
、
終
末
処
理
場
問

題
で
あ
る
。
私
は
反
対
す
る
住
民
の
素

朴
な
気
持
は
、
良
く
わ
か
る
、
衛
生
的

で
、
綺
麗
な
処
理
場
を
と
説
明
し
て
も

納
得
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
、
こ
こ

は
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ
以
外
に
な
い
。
役
場
を

終
末
処
理
場
に
併
設
す
る
こ
と
に
し
て

は
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
大
げ
さ
に
言

え
ば
、
政
治
生
命
を
か
け
て
終
末
処
理

場
に
役
場
を
併
設
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
以
外
に
解
決
の
道
な
し
と
考
え
た
の

で
あ
る
。
正
に
独
断
専
行
、
議
会
に
す

ら
、
充
分
な
相
談
も
せ
ず
に
、
地
元
の

皆
様
と
の
話
し
合
い
の
場
で
役
場
を
終

末
処
理
場
に
併
設
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
の
で
あ
り
ま
す
。地
元
の
皆
さ
ん
も
、

ま
さ
か
、
役
場
を
併
設
す
る
と
は
、
夢

に
も
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
、
次
第
に
反
対
論
は
薄
れ
て
、
慎
重

に
検
討
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
紆
余

曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、
地
元
同
意
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
議
会
も
賛
成
し
て

頂
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
役
場
は

平
成
十
一
年
十
月
完
成
、
隣
接
地
に
終

末
処
理
場
は
そ
の
名
も
�
浄
化
セ
ン

タ
ー
�
と
し
て
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
私
は
役
場
庁
舎
が
町
の

シ
ン
ボ
ル
に
な
る
と
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
セ
ッ
ト
に

な
れ
ば
、
面
白
い
町
の
シ
ン
ボ
ル
に
な

る
の
で
は
と
、
ひ
そ
か
に
期
待
し
て
い

る
昨
今
で
あ
る
。

近
く
に
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
も
で
き
る
、隣
村
の
南
部
川
村
は
、

う
め
課
の
あ
る
梅
の
村
、
ユ
ニ
ー
ク
な

梅
振
興
館
も
あ
る
。
我
が
町
も
梅
産
業

を
中
心
と
し
た
、
活
性
化
さ
れ
た
町
で

も
あ
る
。
県
下
一
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

あ
り
、
大
繁
盛
の
国
民
宿
舎
、
紀
州
路

み
な
べ
も
あ
る
。数
年
後
に
高
速
道
路

が
供
用
開
始
さ
れ
る
が
、断
じ
て
車
が

通
過
す
る
町
に
な
り
さ
が
り
た
く
な
い
。

梅
の
花
や
景
勝
地
を
、そ
し
て
、セ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
る
役
場
庁
舎
と
近
代
的

な
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
じ
っ
く
り
見
て
頂

き
、
豊
か
な
心
で
憩
い
の
一
時
を
楽
し

ん
で
頂
け
る
よ
う
な
町
に
と
願
っ
て
い

る
が
、
思
い
上
り
と
言
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

来
遊
の
価
値
あ
り
、
和
歌
山
県
南
部

町
（
み
な
べ
）。

�
町
村
週
報
の
購
読
�

「
町
村
週
報
」
の
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
電

話
番
号
を
お
書
き
の
う
え
、
全
国
町
村
会

広
報
部
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
☆
年
間

一
部
千
五
百
円
☆
料
金
は
請
求
書
を
お
送

り
し
て
か
ら
折
返
し
御
送
金
く
だ
さ
い
☆

〒
一
〇
〇
―
〇
〇
一
四
東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
１
・
１１
・
３５
全
国
町
村
会
広
報
部
。

随 想
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「
消
防
力
の
基
準
」
を
改
正

ー
自
治
省
消
防
庁
ー

平
成
十
年
度
市
町
村
決
算
の
概
況

農
業
委
員
会
等
制
度

研
究
会
報
告
書
ま
と
ま
る

消
防
庁
は
こ
の
程
、
市
町
村
が
整
備
す

る
消
防
施
設
・
設
備
、
人
員
の
基
準
を
定

め
た
「
消
防
力
の
基
準
」
を
改
正
し
た
。

同
基
準
は
昭
和
三
十
六
年
に
制
定
さ

れ
、
過
去
五
回
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
今
回
の
改
正
の
趣
旨
は
、
近
年
に
お

け
る
都
市
構
造
の
変
化
、
消
防
需
要
の
変

化
、
さ
ら
に
は
地
方
分
権
の
推
進
等
に
鑑

み
、
市
町
村
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
よ
り

実
態
に
即
し
た
合
理
的
な
基
準
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

主
な
改
正
点
を
み
る
と
、
�
市
街
地
及

び
準
市
街
地
に
該
当
し
な
い
地
域
に
お
け

る
動
力
消
防
ポ
ン
プ
の
配
置
数
に
つ
い

て
、
改
正
前
は
人
口
規
模
に
よ
っ
て
規
定

し
て
い
た
が
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
市
町
村
が
全
面
的
に
判
断
で
き
る
と
し

た
。
ま
た
、
市
街
地
に
該
当
し
な
い
地
域

に
あ
っ
て
も
、
消
防
署
や
救
急
分
遣
所
等

の
設
置
に
関
し
て
市
町
村
の
弾
力
的
な
判

断
を
基
準
上
明
確
に
位
置
づ
け
た
。

�
救
急
自
動
車
の
配
置
台
数
に
つ
い
て

は
、
人
口
一
五
万
人
以
下
の
市
町
村
に

あ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
概
ね
人
口
五
万
人

ご
と
に
一
台
だ
っ
た
の
が
、
改
正
に
よ
っ

て
三
万
人
ご
と
に
一
台
と
し
、
救
急
自
動

車
の
出
動
頻
度
、
現
場
到
着
所
要
時
間
等

を
勘
案
し
た
数
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

さ
ら
に
、
�
消
防
団
の
業
務
に
つ
い
て

は
、
消
防
団
の
活
動
実
態
や
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
以
降
に
見
直
さ
れ
た
消
防
団
の

持
つ
組
織
力
を
踏
ま
え
、
火
災
の
鎮
圧
・

救
助
等
に
加
え
、組
織
力
の
必
要
な
地
震
、

風
水
害
等
の
予
防
・
警
戒
、
及
び
消
防
に

関
連
す
る
地
域
住
民
に
対
す
る
啓
発
等
を

新
た
に
規
定
し
、
消
防
団
員
の
総
数
及
び

副
団
長
等
の
数
は
、
当
該
業
務
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
に
必
要
な
数
と
し
て
い
る
。

自
治
省
は
二
月
九
日
、
平
成
十
年
度
市

町
村
普
通
会
計
決
算
を
ま
と
め
た
。

決
算
規
模
は
、
歳
入
五
十
四
兆
一
、
七

五
八
億
円（
対
前
年
度
比
二
・
六
％
増
）、

歳
出
五
十
二
兆
三
、
八
〇
六
億
円
（
同
一

・
九
％
増
）
と
、
共
に
三
年
ぶ
り
に
前
年

度
決
算
を
上
回
り
、
昭
和
二
十
六
年
以
降

で
最
大
規
模
と
な
っ
た
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
が
特
別
減

税
や
市
町
村
税
の
減
収
に
よ
り
一
八
兆

六
、
八
四
八
億
円
と
同
三
・
一
％
の
減
、

ま
た
地
方
交
付
税
は
地
方
財
源
不
足
額
を

補
て
ん
し
た
こ
と
等
か
ら
八
兆
七
、
七
六

一
億
円
と
同
五
・
一
％
増
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
一
般
財
源
全
体
で
は
二
九
兆
九
、
七

一
六
億
円
と
同
一
・
七
％
増
と
な
っ
た
が
、

一
般
財
源
比
率
は
国
庫
支
出
金
が
大
幅
に

増
加
し
た
こ
と
か
ら
五
五
・
三
％
と
前
年

度
よ
り
低
下
し
た
。
ま
た
地
方
債
は
特
別

減
税
等
に
対
処
す
る
た
め
六
兆
五
、
六
二

〇
億
円
と
前
年
度
決
算
を
上
回
っ
た
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
義
務
的
経
費
に
つ

い
て
は
同
三
・
四
％
増
の
二
二
兆
一
、
九

四
四
億
円
、
ま
た
、
投
資
経
費
に
つ
い
て

は
普
通
建
設
事
業
費
が
前
年
度
決
算
額
を

下
回
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
同
一
・
一
％
減

の
一
三
兆
七
、
九
二
〇
億
円
と
な
っ
た
。

経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
、
経
常
経

費
充
当
一
般
財
源
の
伸
び
率
が
相
対
的
に

高
か
っ
た
こ
と
か
ら
同
一
・
八
％
ポ
イ
ン

ト
増
の
八
五
・
三
％
と
九
年
連
続
の
増
加
。

公
債
費
負
担
比
率
も
同
〇
・
七
％
ポ
イ
ン

ト
増
の
一
五
・
八
％
と
な
り
、
警
戒
ラ
イ

ン
と
さ
れ
る
十
五
％
以
上
の
団
体
は
一
・

九
三
九
団
体
と
全
体
の
六
割
を
占
め
た
。

ま
た
、
将
来
に
わ
た
る
実
質
的
な
財
政

負
担
に
つ
い
て
は
同
五
・
六
％
増
の
五
四

兆
四
、
八
二
七
億
円
と
標
準
財
政
規
模
の

一
・
八
倍
と
な
っ
た
。（
詳
細
に
つ
い
て

は
、
町
村
週
報
第
二
三
〇
五
号
に
掲
載
予

定
）

平
成
十
年
十
月
よ
り
再
開
さ
れ
た
農
業

委
員
会
等
制
度
研
究
会
が
、
こ
の
ほ
ど
、

基
本
的
な
考
え
方
を
と
り
ま
と
め
た
。

農
業
委
員
会
の
組
織
体
制
の
整
備
の
方

向
と
し
て
、
�
十
年
五
月
に
農
業
委
員
会

の
設
置
基
準
の
引
き
上
げ
と
選
挙
委
員
定

数
区
分
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
昨
年
七
月

に
は
統
一
選
挙
が
行
わ
れ
た
が
、
必
ず
し

も
十
分
な
成
果
を
あ
げ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
市
町
村
の
実
態
を
勘
案
し
て
、

さ
ら
に
見
直
し
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
。

�
委
員
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
優
良

農
地
の
確
保
・
有
効
利
用
、
担
い
手
の
確

保
・
育
成
等
構
造
政
策
を
推
進
す
る
立
場

か
ら
は
任
命
制
へ
の
変
更
、
農
業
者
の
代

表
と
い
う
性
格
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
は

公
選
性
の
維
持
と
の
意
見
が
あ
り
、
両
論

が
併
記
さ
れ
、
今
後
検
討
を
進
め
る
。
�

農
地
の
利
用
調
整
の
広
域
化
に
対
応
し
、

関
係
市
町
村
の
農
業
委
員
会
間
で
広
域
連

携
を
推
進
す
る
。
�
等
が
示
さ
れ
た
。

農
業
委
員
会
の
新
た
な
課
題
と
し
て

は
、
今
回
の
新
農
業
基
本
法
に
基
づ
く
農

政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
農
業
生
産
法
人

の
一
形
態
と
し
て
株
式
会
社
の
農
地
取
得

が
認
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

農
地
の
権
利
取
得
の
許
可
時
に
お
け
る
審

査
の
充
実
、
報
告
徴
収
や
立
入
調
査
等
に

よ
る
農
業
生
産
法
人
の
状
況
の
適
切
な
把

握
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
農
業
者
、
農
地
面
積
が
引
き
続

き
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
業
団
体

の
簡
素
化
、
合
理
化
が
強
く
求
め
ら
れ
て

お
り
、
一
年
以
内
に
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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